
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 歴
史
の
転
換
点
・団
結
の
力
で
増
勢
を
！ 

  

２
月
４
日
（
火
）
全
大
阪
・
拡
大
決
起
集
会
が
開
か
れ
、
吹
田
か

ら
山
口
会
長
、
桑
島
副
会
長
、
千
里
山
の
辻
さ
ん
、
事
務
局
２
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

決
起
集
会
で
は
、「
①
３
・
１
３
に
署
名
を
結
集
し
、
拡
大
の
高
揚

の
中
で
増
税
中
止
の
一
大
決
起
の
場
に
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
②
秘

密
保
護
法
が
強
行
可
決
さ
れ
、
集
団
的
自
衛
権
、
憲
法
改
悪
も
狙
わ

れ
る
な
ど
、
歴
史
の
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。
民
商
の
歴

史
は
、
拡
大
で
世
の
中
を
変
え
て
き
た
歴
史
で
す
。
全
業
者
に
猛
ア

タ
ッ
ク
を
開
始
し
、
全
大
阪
の
団
結
で
増
勢
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ

う
。」
と
、
拡
大
の
訴
え
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

伝
言
板 

 

税
金
問
題
研
修
会 

2
月
25
日
（
火
）
夜
7
時
00
分
（
い
つ
も
よ
り
30
分
早
い
） 

9
日
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
再
度
開
催
し
ま
す
。 

 

譲
渡
申
告
、
初
め
て
の
住
宅
取
得
控
除
の
申
告
相
談
会 

３
月
３
日(

月)

、
４
日(

火)

、
１
０
日(

月) 

３
日
間
と
も
昼
２
時 

 

民
商
会
館 

※
通
常
の
申
告
書
を
書
き
上
げ
て
参
加
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。 

                            

 

あ
な
た
も
全
商
連
共
済
会
に 

加
入
し
ま
し
ょ
う 

  

全
商
連
で
は
、「
仲
間
同
士
の
助
け

合
い
」
と
い
う
民
商
理
念
に
基
づ
い

て
共
済
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
共
済
制
度
は
①
民
商
会
員
と
そ

の
配
偶
者
は
無
条
件
で
加
入
で
き
ま

す
。
②
体
が
資
本
の
中
小
業
者
に
ふ

さ
わ
し
く
、
健
康
診
断
を
行
っ
て
い

ま
す
。
③
阪
神
大
震
災
や
東
北
の
大 

震
災
な
ど
不
測
の
事
態
に
は
役
員 

会
で
話
し
合
い
、
特
別
な
措
置
を
と 

る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
会
員
に
「 

目
く
ば
り
、
気
く
ば
り
、
心
く
ば
り
」

を
強
め
、
生
命
と
暮
ら
し
を
守
り
あ 

う
も
の
で
す
。 

 

共
済
は
、
入
院
見
舞
金
、
安
静
加 

療
見
舞
金
、
結
婚
・
出
産
祝
い
金
、 

長
寿
祝
い
金
、
死
亡
弔
慰
金
な
ど
が 

給
さ
れ
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
民
商
共
済
に
加 

入
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、
役
員
、

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

                               

支部 給付名 人数 金額 

中央 入院 １名 108,000 

あい川 入院 ２名 51,000 

北 入院 １名 60,000 

NT 入院 １名 300,000 

吹南 長寿祝 １名 50,000 

江坂西 弔慰金 １名 200,000 


